











































































Prewar Kindergarten and Elementary School Music Education in Sakai City,Part?：































































これはわたしの 父さん Ｆ さん
これはわたしの 母さん Ｄ さん
これはわたしの 兄さん Ｈ さん
これはわたしの 姉さん Ｇ さん
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レコード５
日本ビクター A3092國民學校の音感㈥
堺市國民學校五年児童 指導：佐藤吉五郎 ピアノ：奥田亀太郎
教 師：変ロ長調の《小川のささやき》という三重唱を歌いましょう。
♪《小川のささやき》
花を浮かべて 流るる小川よ
小鮒住ませて 流るる小川よ
朝夕つきず 夜昼おかず、
流るる水よ 何をか語る
休まずふまず
遊べよ励め つとめよ励め
学べよ励め つとめよ励め
教 師：今度は暗い感じのする短音階のカデンツを合唱してごらんなさい。今までのものとよほど気持ちが違います。
CEA、DFA、CEA、HEGis、CEA
(ピアノの和音の後に和音唱をする)
児童全員：CEA、DFA、CEA、HEGis、CEA
教 師：それでは最後に、イ調短音階の《春の夕暮れ》の歌を歌って終わりにします。
♪《春の夕暮れ》
はるかに暮れゆく 山の端より
ねぐらを求めて 森へ帰る
静かにせまる 宵闇や
はるかに暮れゆく 並木○○
レコード６
日本ビクター A3090 國民學校の音感㈣
堺市國民學校五年児童 指導：佐藤吉五郎 ピアノ：奥田亀太郎
教 師：今度は先生の言う和(か)音の名前をよく聴いて、カデンツ、すなわち終止形合唱をしてごらんなさい。CEG、
CFA、CEG、HDG、CEG。
(ピアノの和音の後に児童が唱う)
児童全員：CEG、CFA、CEG、HDG、CEG
教 師：次にCEG、CFA、CEG、HDG、CEG、EGC、FAC、EGC、DGH、EGC、CEG、CFA、 CEG
(ピアノの和音の後に児童が唱う)
児 童：CEG、CFA、CEG、HDG、CEG、EGC、FAC、EGC、DGH、EGC、CEG、CFA、CEG
教 師：それではハ長調よりヘ長調へ行って、ハ長調へ帰ってト長調へ行ってまたハ長調に帰る転調の練習をいたしま
しょう。CEG、CFA、CEG、HDG、CEG、EGC、FAC、FBD、FAC、EGC、DGE、DFisA、DGH、EGC、CEG、
CFA、CEG
(ピアノの和音の少し後に三部に分かれて和音唱をしている)
児童全員：CEG、CFA、CEG、HDG、CEG、EGC、FAC、FBD、FAC、EGC、DGH、DFisA、DGH、EGC、CEG、CFA、
CEG
レコード４
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2-4 SPレコード「國民學校の音感」⑴～⑹についての
解題
「國民學校の音感」⑴～⑹には、「幼稚園の音感」の
ような遊戯的な活動は無い。録音内容は、音名当て、
和音抽出唱、終止形合唱(カデンツ)、転調を加えた終
止形合唱などの音楽の基礎訓練的な内容と二部、三部
の合唱が行われている。三部のカデンツをハ長調だけ
でなく、ヘ長調とト長調にも転調しながら和音唱して
いること、また長調だけでなく短調についてもカデン
ツを取り扱っているのは注目すべき点である。和声感
が身についていないと音名唱法を採用して転調したり、
短調のカデンツを歌うことは難しい。『和音感教育』に
掲載されている多くの譜例はハ長調であった。また、
佐藤が考案した和音笛もハ長調のものであり、実際に
はハ長調を中心にした授業が展開されたと推測される。
しかし、指導の方向性として音名唱法と和音唱の訓練
によってあらゆる調性を感受し、歌えるようにしたい
との佐藤の意図がこれらの転調と短調カデンツに示さ
れているのだろう。
合唱曲については、二部合唱では《つゆ草》(ヘ長
調)、《夏の光》(ヘ長調)、三部合唱では《祈りの歌》
(ハ長調)、《小川のささやき》(変ロ長調)、《春の夕暮
れ》(イ短調)が歌われている。1940年に録音されたこ
の曲は自然を歌ったものが多いことも特徴的である。
また、《祈りの歌》はカデンツを基礎にしていること
もあるのか、賛美歌を想い起こさせる響きでもある。
しかし、歌詞内容は「君のために、命ささげて」と国
防のための命の犠牲が唱われ、戦時色が色濃く出され
るものもあった。
まとめにかえて
このSPレコードがどの程度販売されたのかは不明
である。しかし、山口保治が『国民学校と家庭に於け
る聴覚訓練』の中でこのレコードについて「佐藤吉五
郎が指導して堺市の児童が吹き込んだもので独逸音名
を用ひて唱つてゐる。幼稚園児のものの方が参考にな
る点が多いと思ふ」と言及しているように??、音感教育
に関心のある者たちにとっては貴重な音源資料であっ
たと考えられる。また山口は「全体の唱ふ声は美しい
とは云はれない」と述べている??。しかし、実際音源を
聴いてみると国民学校期の範唱レコードの多くが地声
で歌っているのに対し、この音源では裏声を使った発
声で歌われており、三部の和声の響きを作り出そうと
している。一方、堺市の音感教育は、冒頭に述べたよ
うに、戦意高揚国防教育の一翼を担うものとしても期
待されていたことは事実である??。しかし、音源を聴い
て見るならば、幼稚園では遊戯活動の中で音楽を学ぶ
工夫がなされ、国民学校(録音時は尋常小学校)でも二
部、三部の和声を目指した合唱が行われており、音楽
的な活動場面のあったことを確認することができる。
しかし、そのことを翻って考えるならば、戦時体制
下の和音感教育は、音楽教育の理念とともに国防教育
の理念を並立し、その政治的軍事的プロパガンダとし
ての機能を、子どもや教師にとって矛盾ないものとし
て絡み入れながら展開していたということである。
1940年制作のSPレコードは、日々の授業の中にそうし
た危うさが生まれることを、「音」の記録として現代に
示している。
本稿は、平成21～23年度科学研究費補助金(基盤研究
(C))「課題番号：21530934 研究課題名 声とモノか
ら探る戦時期の音楽教育実践史研究」の研究成果の一
部である。
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